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令和元年度「茨城をたべよう！県西うまいもんフェア」が開催

令和元年度「坂東地域アグリセミナー」が開講

ＨＰはこちらへアクセス！

５月1８日（土），イーアスつくばにおいて，いばらき県西農産物フェア実行委員会主催に

よる，「茨城をたべよう！県西うまいもんフェア」が開催されました。本イベントは，県西

地域の農業と農畜産物に対する消費者の理解を深めるために，管内出展者による県西地域の

農畜産物やそれを用いた加工品等飲食物の販売が行われました。管内からは，坂東市猿島４H

クラブ，境町地産地消推進協議会，古河市女性起業ネットワーク「食遊三和」，道の駅ごか，

ラ☆ウエスト（JA岩井，JAむつみ）が参加し，野菜や加工品の販売を行いました。

当日は天気に恵まれ，多

くの来場者が各ブースに足

を運び，生産物のPRや販

路拡大のきっかけとして絶

好の場となりました。

5月27日（月），坂東普及センター主催により，「令和元年度坂

東地域アグリセミナー開講式」を開催し，管内の新規就農者・若手

農業者12名が参加しました。

古河市の青年農業士である倉持栄二氏より，「農業は人と人」の

演題で，農業経営の実体験に基づく講演をしていただきました。講

演の中で，「人と人の繋がりは大切であり，一つの契約が新たな契

約に繋がるきっかけとなる」，「商談をするためには，農業者も名

刺を作りましょう」等，受講生へのメッセージがありました。

講演後のワークショップでは，「3～５年後のビジョンまたは目

標」，「現在の悩み・問題点」，「今年チャレンジしたいこと」に

ついて情報交換し，活発な議論が交わされました。

アグリセミナーでは，今後も様々な講

座を実施していきます。これから参加を

希望される方も大歓迎です。興味のある

方は普及センターまで問い合わせくださ

い。「儲かる農業」の実践を目指して，

共に歩んでいきませんか。



アグリセミナーが開講しました。

私自身も勉強の機会となり，今後も

スタッフ兼1人の受講生として学ん

でいきたいと思います。本セミナー

は新規就農者の交流の場にもなって

います。仲間と一緒に学んで，坂東

地域の農業を盛り上げていきましょ

う！（札）

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは先着順となりますので，お早めにお持ちくだ
さい。電話等での予約は行っておりません。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合
には次回の診断日となります。
・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

7月 3日（水）
7月17日（水） を予定しております。

土壌診断実施日のお知らせ

坂東市岩井４HクラブがJICA視察研修を受け入れました

5月31日（金），坂東市岩井４HクラブがJICA（独立行政法人国際協力機構）を通じて，ア

フリカ地域10か国の普及員11名の視察研修を受け入れました。アフリカ地域においても若手

農業者の育成・支援が課題であり，活動が活発な農業後継者クラブ坂東市岩井４Hクラブを是非

視察したいとの要望を受け実現しました。

まず，本クラブ会長の飯塚氏のネギ作業場・ほ場にて，就農者の

育成や販路等について説明しました。相手方より，「後継者組織の

どんな点が若手を魅了するのか」との質問があり，４Hクラブ員か

ら「まず楽しんで集まれる場であること。また，栽培品目の話題や

悩みを共有する機会もあり，互いのレベルアップが図れる」との回

答がありました。

その後普及センターにて，クラブ活動についてより掘り下げた意

見交換を行いました。

坂東市岩井４Hクラブをはじめ，各地域の後継者クラブではイベ

ントや研修等，魅力的な機会がたくさんあります。興味のある方は，

仲間を増やして一緒に産地を盛り上げていきませんか！

古河市の「いばら４Hクラブ」が諸川小学校で食育活動を行いました

６月７日（金），古河市の「いばら４Hクラブ」が，古河市，普

及センターと連携し，食育活動として諸川小学校が取り組むサツマ

イモ栽培を支援しました。今回は2年生の児童80名が参加し，畝づ

くりや苗の定植を行いました。なお，当日は報道機関から取材があ

り，活動をPRする機会となりました。

クラブ員から「畝はおイモのお家。おイモが暮らしやすい大きさ

のお家を作りましょう」と説明し，児童たちは畝の大きさを競い合

うように夢中になって作業しました。定植では，まだ小さい苗を少

し緊張した面持ちで慎重に植えていきました。

児童たちはこれから生育の様子を見守りながら，秋に収穫を行う

予定です。

普及センターは今後も後継者クラブの活動支援と児童への食育活

動を通じて，農業の魅力を発信していきます。

７月


